
産業・労働・観光 

●蔵春閣に関係書籍展示・閲覧コ―ナ―が必要 

Ｑ． 

 令和５年開館予定の蔵春閣に「喜八郎関係の書籍（できればビデオも）展示コ―ナ―」が

必要と思う。既に構想しておられるとは思うが、念のため。大倉氏のナマの史料があれば一

番宜しいが、そこまでは無理でも伝記、狂歌など出版済み書籍は多数ある（市立中央図書館

にも）。これらを買い集めるように。品選びは郷土研究会などに相談すればよい。古本屋ネ

ットからも調達できる。少額の予算で済む案件です。二階堂市長におかれては「画龍に点睛」

を願いたい。 

 

（令和 4年 9月受付） 

 

 

 

Ａ． 

東公園内で整備を進めております蔵春閣は、令和 5年 4月のオープンに向け、附帯施設や

外構などの工事を行っているところであります。蔵春閣は、大倉喜八郎翁の向島別邸に併設

され、当時の政財界の要人をもてなすために、迎賓館的に使われた大変貴重な建物であり、

建物だけでも新発田の新たな宝物になっていくものと考えております。 

しかし、蔵春閣移築の一番の目的は、大倉喜八郎翁がこの新発田の地で生まれ育ったとい

う事実を、市民の皆様や子ども達、そして当市を訪れる方々に知ってもらい、それを後世に

引き継いでいくことだと考えております。郷土の偉人である大倉喜八郎翁でありますが、世

に名だたる大企業や団体を設立したこと、新発田藩と深いつながりがあったこと、中国の開

発に尽力したこと、狂歌を終生愛したことなど、まだまだ知られていないことが多くあるこ

とも事実であります。 

ご提案の「喜八郎関係の書籍（できればビデオも）展示コーナー」の設置は、大倉喜八郎

翁を顕彰し、皆様に知ってもらうために大変有効な手段でありますので、積極的に取り組ん

でまいります。 

なお、蔵春閣内の展示スペースには限りがありますことから、蔵春閣の他にも、中央図書

館や歴史図書館などの施設を活用、連携していくことで、展示内容の充実に合わせて、来訪

者の市内回遊も図ってまいりたいと考えております。 

 

（令和 4年 9月 16日回答） 

 

 

 

 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 

 

 

 


